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大阪大学大学院歯学研究科
第22回 市民フォーラム

六人部 慶彦　大阪大学歯学部同窓会
　患者さんの顎口腔の審美性に対する要求が高まり、天然歯に近似した形態と色
調を持つ審美修復処置が求められるようになってきました。近年、色調および光
透過性をより一層天然歯に近づけた、高強度のオールセラミック修復物がその材
料として臨床応用されるようになっています。本講演会では、オールセラミック
材料を臨床応用し、歯周組織に調和した治療法を紹介させて頂きます。また、セ
ラミック矯正治療の可能性についても言及させて頂きます。

審美修復治療における歯周組織との調和について

西村 正宏　大阪大学大学院歯学研究科　再生歯科補綴学講座　教授
　インプラントというと、前歯に入れる審美的な治療で、年をとるとできない治
療だと思っておられる方が多いのではないでしょうか？実際、インプラントは外
科手術が必要で、体調やお口の状況によってはできない場合もありますが、年齢
そのものは関係ありません。そして残っている歯を削らずに済み、審美的な治療
ができます。さらに最近、奥歯にインプラントを入れてしっかりと噛めることが
口の機能の維持にも大きく役立つことが分かってきました。本講演では奥歯にイ
ンプラントを入れることの価値についてやさしく紹介したいと思います。

奥歯にインプラントを入れてアンチエイジング

豊澤 悟　大阪大学大学院歯学研究科　評議員
　今回、司会を担当させていただきます豊澤と申します。年に一度、大阪大学歯
学部が秋にお届けする市民フォーラムも、今年で22回目を迎えることになります。
今回は、「口から始めるアンチエイジング」をテーマに、歯学研究や治療現場の最
前線でご活躍中の5人の先生方にお話をしていただきます。からだと心の健康と
若さを保つヒントになれば幸いです。最後までゆっくりとお楽しみ下さい。

司 会

開会の挨拶　仲野　和彦　大阪大学大学院歯学研究科長・歯学部長、大阪大学歯学会会長

「美しく歳を重ねるためのアンチエイジング医学
― 自然な加齢への科学的アプローチ」
阪井　丘芳　顎口腔機能治療学講座　教授

「ビッグデータで読み解く、口とからだのつながり」
豆野　智昭　咀嚼補綴科　講師

「口元の美しさと機能の調和
― ライフステージに合わせた矯正治療 ―」
黒坂　寛　顎顔面口腔矯正学講座　准教授
休憩（15分）

「審美修復治療における歯周組織との調和について」
六人部　慶彦　大阪大学歯学部同窓会

「奥歯にインプラントを入れてアンチエイジング」
西村　正宏　再生歯科補綴学講座　教授
休憩（15分）

総合討論（30分）

閉会の挨拶　山城　隆　大阪大学歯学部附属病院　病院長
司　　　会　豊澤　悟　大阪大学大学院歯学研究科　評議員　
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人生100年時代に
アンチエイジングを
仲野 和彦
大阪大学大学院歯学研究科長・
歯学部長・大阪大学歯学会長

　第22回市民フォーラムにお越しいただき
ありがとうございます。今日11月1日は、
2017年に日本医師会が定めた「いい医療の
日」に当たります。この日をきっかけにご自
身やご家族の健康について考えてもらいたい
との思いが込められています。最近になって、
「健康は健口から」という言葉を聞かれたこと
がある方もおられると思います。昨今の様々
な研究成果から、全身の健康を保っていくた
めには、口の状態を良好に維持しておくこと
が重要であるという考え方が広まってきまし
た。今回のテーマは「アンチエイジング」で
すが、歯科領域からの専門家の視点で「健康」
に役立つ情報を発信していきますので、どう
かご期待ください。
　大阪大学大学院歯学研究科は５部門23講座
で構成されていますが、それぞれが歯科領域
での独自の専門分野を持っており、在籍する
多数の専門家が各講座で連携しながら世界最
先端の研究と教育を行っています。大阪大学
は、「地域に生き世界に伸びるLive Locally, 
Grow Globally」をビジョンに掲げており、
歯学研究科も地域の皆さまとともに歩んでい
くことを目指しています。市民フォーラムは、
この理念を遂行していく上で格好の場となり
ます。本日は、私どものお話をお聞きいただ
くだけではなく、皆さまの日々の疑問などを
ご質問していただければと思います。また、
今後とも私どもの研究教育に関わる様々な活
動をご支援いただければ幸いです。

　皆様、本日はお忙しい中「口から始める ア
ンチエイジング」市民フォーラムにご参加い
ただき、ありがとうございます。大阪大学歯
学部附属病院は、地域の皆様の口腔の健康を
守るため、最先端の医療と知見を発信してま
いりました。
　今回のテーマは “口から始めるアンチエイ
ジング” です。よく食べ、しっかり咬み、気
持ちよく話し、口もとの見た目を整えること
は、口の本来の力を高め、毎日の元気と生活
の質を大きく向上させます。口はまさに健康
寿命を延ばすための鍵といえるでしょう。
　本日は、アンチエイジングを日常に役立つ
五つの視点からご紹介します。年齢を自然に
受けとめながら心身を健やかに保つ考え方、
口と全身の健康のつながり、ライフステージ
に応じた矯正治療による美しさと機能の両立、
歯の修復と歯ぐきとの調和による自然な口元、
そして奥歯のインプラントが支える噛む力と
健康です。見た目・噛む力・健康を多角的に
考えることが、アンチエイジングの第一歩と
なります。
　いずれのテーマにも、明日から実践できる
ヒントが詰まっています。各分野の専門家が
最新の知見をわかりやすくお届けしますので、
どうぞ肩の力を抜いてお聴きください。フォー
ラムが終わるころには、「口から始めるアンチ
エイジング」がぐっと身近に感じられるはず
です。ご質問も大歓迎です。最後までお楽し
みください。

健口寿命を
伸ばしましょう
山城 隆
大阪大学歯学部附属病院
病院長　

挨拶
美しく歳を重ねるためのアンチエイジング医学
―自然な加齢への科学的アプローチ

阪井 丘芳　大阪大学大学院歯学研究科　顎口腔機能治療学講座　教授（日本抗加齢医学会副理事長）
　「不老長寿」は古代からの夢でしたが、現代では “健康寿命を延ばす” ことが現
実的な目標となっています。世界では、筋力や認知機能、免疫力を回復させる研
究競争が進み、老化細胞の除去、NMNの投与、細胞の再活性化など多様な試みが
注目されています。これらの挑戦は、平均寿命と健康寿命の差を縮め、「寝たきり
期間を減らす」「介護負担を軽減する」など、超高齢社会に希望をもたらす可能性
を秘めています。本講演では、自然な加齢を受け入れつつ、美しく健やかに生き
るための最新アンチエイジング医学の展望を紹介します。

ビッグデータで読み解く 口とからだのつながり
豆野 智昭　大阪大学歯学部附属病院　咀嚼補綴科　講師
　「口は健康の入り口」と聞いたことはありませんか？実は、口の健康は食事や会
話だけでなく、全身の健康や介護予防にも深く関わっています。本講演では、“口
の機能” の大切さについて解説するとともに、高齢者の医療・介護に関する大規
模調査データをもとに、歯の本数や口腔機能の状態が健康寿命や介護の負担にど
のように影響しているのか、最新の研究結果をご紹介します。日々の口のケアが、
将来の健康と生活の質を左右する――そんな視点から、口とからだの関係を見つ
め直すひとときになれば幸いです。

口元の美しさと機能の調和
 ―ライフステージに合わせた矯正治療―

黒坂 寛　大阪大学大学院歯学研究科　顎顔面口腔矯正学講座　准教授
　「矯正治療」と聞くと、若い人が見た目を良くするためのものと思われがちです
が、実は年齢に応じてさまざまな役割があります。歯並びや噛み合わせを整える
ことで、見た目の印象だけでなく、しっかり噛める・話す・笑うなどの口元の大
切な機能も保たれます。本講演では、お子さんから高齢の方まで、それぞれのラ
イフステージに合わせて、どのように口元の美しさと快適さを手に入れて維持で
きるのかをやさしくご紹介します。

講演
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